
学校番号 119 

令和 3年度 芸術科［美術］ 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 高校生の美術３ （日本文教出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

美術Ⅲの授業では、主に作品の制作を行います。その時、もちろん自分の作品を完成させること

が目標になります。ただ、その活動の中から、生活の他の場面でも活きてくる新しい視点を見つけ

られればより良いと思っています。 

 新しい視点を見つけるというのは、例えば、何かを観察して描写する中で普段見えなかったその

物の特徴に気付いたり、何かを伝えるために色と形を工夫してデザイン作品を作ることで、身の回

りの様々なデザインに隠された意図に気付けるようになったり、といったことです。 

 そのように、授業から自分の中に新しいものを取り入れるためには、本気で活動に取り組むこと

が必要です。本気になるために一番手っ取り早いのはその活動を楽しむことです。楽な方ではなく、

楽しくて本気になれる方を選ぶのが、結局自分にとって得だと思います。 

 

 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い活動を通して美術文化に対する理解を深め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばす。そし

て、表現活動を通じて自己の主体性と独自性を確認することで自己を肯定し、様々な対象や経験から豊

かな美的体験を得られる感性を育むことで自らを取り巻く他者と世界を肯定して、それらを合わせて人

生を肯定的に捉えて生きていくための力とする。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・ 

意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

 美術の創造活動の

喜びを追求し、美術文

化に関心を向け、主体

的に表現や鑑賞の活

動に取り組もうとす

る。 

創造的な感性のも

とに、想像力を働かせ

て主題を形成し、表現

の構想を練っている。 

創造的な表現をす

るために必要な技能

を身に付け、表現方

法を工夫しつつ完成

度を追求して表して

いる。 

 美術文化への理解

を深め、美術とそれ

につながる自然や社

会、生活について幅

広く考え、それらの

美しさや面白さを創

造的に受容してい

る。 

評
価
方
法 

授業中の様子 

作品 

作品 作品 授業中の様子 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

校
内
ス
ケ
ッ
チ 

【絵画・彫刻】 

校内で自分の描きたい風景を

選び、鉛筆でスケッチする。 

○ ○ ○  a:自分が生活している学校の

風景に創造的に美しさを見出

している。 

 

b:場所の選択・視点の確定・

描写範囲のトリミングを意図

をもって行い、画面を構成し

ている。 

 

c:鉛筆という画材の特徴を理

解して活用し、風景中の物体

と空間を総合的に観察・把握

して表現している。 

作品 

 

活動の様子 

大
冠
祭
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン 

【デザイン】【鑑賞】 

文化祭のポスターをデザイン

する。 

・アクリルガッシュでの構成を 

中心に、他の画材やモダ

ンテクニックなども取り入れ

て表現する。 

・完成作品はのうち１点が実

際に当年度文化祭の広報ポ

スターとして採用される。 

 ○ ○  b:色・形・文字の構成を十分

に練り、文化祭の楽しさや雰

囲気が伝わるポスターを考え

ている。 

 

c:画材・技法の特徴を活かし

て表現し、一つの画面として

完成させている。 

 

 

作品 

 

 

２
学
期 

自
由
制
作 

【絵画・彫刻】または【デザイ

ン】または【映像メディア表現】

【鑑賞】 

分野・素材・技法・テーマ・モ 

チーフなど、すべて制限なく 

自分で決めて作品を制作す 

る。 

・プランシートを作ってから制

作を開始する。 

・技法など制作過程について

はできる限り自分で調べて

準備する。 

・完成した作品をそれぞれ人

に見せるために展示し、ミ

ニ展覧会を行って相互鑑

賞して、感想・評価をワーク

シートにまとめる。 

○ ○ ○ ○ a:条件の制約がない中で自分

から調べたり準備したりし

て、積極的に制作活動をして

いる。 

 

b:作りたい作品を主体的に発

想し、実現できるように工夫

して構想を練っている。 

 

c:自分の発想を表現するのに

ふさわしい技法を用いて、作

品として高い完成度で仕上げ

ている。 

 

d:各々の作品に向かい合い、

他者の作品に対して真摯に良

さを味わおうとしている。 

作品 

 

活動の様子 

 

プランシート 

 

ワークシート 



３
学
期 

夢
想
の
大
冠 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

１学期に制作した校内スケッ

チなどを元に校内の風景を描

き、そこに自分の夢想を元に

アレンジを加えて絵画として

完成させる。 

例）建物に植物が生い茂って

いる、動物が徘徊している、

建物の色が全く違う、など。 

・基本はアクリルガッシュでの 

描画を想定するが、他の画 

材も使用可。 

・完成作品を相互に鑑賞して 

感想をワークシートにまとめ 

る。 

 ○ ○ ○ b:実際の場所を元に自分の発

想を融合させて、画面の中に

ひとつの世界を作り出せてい

る。 

  

c:画材の特徴を活かし、自分

のしたい表現に合わせて描画

できている。 

 

d:他の生徒の作品に表れたそ

れぞれの想像力を鑑賞してい

る。 

作品 

 

ワークシート 

 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


